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平成 30年度（2018年度）の実績評価 
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①ひとづく

り 

数値目標 3 1 2 0 １
～
４ KPI 18 13 5 0 

②しごとづ

くり 

数値目標 2 1 1 0 ５
～
６ KPI 9 5 1 3 

③まちづく

り 

数値目標 2 2 0 0 ７
～
9 KPI 13 10 2 1 

④本市の魅

力の発信 

数値目標 3 1 2 0 10
～
11 KPI 7 7 0 0 

合計 

数値目標 10 5 5 0 

KPI 47 35 8 4 

 

※KPIの項目数については、各政策軸間の再掲を含む。 
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平成30年度（2018年度）実績値の分析・評価シート 政策軸１「ひとづくり」 （八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

数値目標 目標値

№ 重要業績評価指標 平成31年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（ＫＰＩ） （2019年度） （2015年度） （2016年度） （2017年度） （2018年度）

1
近隣や地域と交流やつな
がりがあると感じている
市民の割合

48.9% 64.0% 47.7% 46.2% 45.1% 47.6%

市政世論調査問23「あなたは、日頃、隣
近所とどのようなつきあい方をしていま
すか。」のうち、「たまに立ち話をする
程度」以上の回答を集計。

△

　少子高齢社会の進展や核家族
化、価値観の多様化などにより、
地域コミュニティの中心となる町
会・自治会の加入率は減少傾向が
続いている。
　平成30年度（2018年度）実績値
は基準値を下回っているが、前年
度比では増加しており、猛暑や豪
雨・台風・地震等の自然災害への
注意喚起などの機会を通じて、隣
近所や地域との交流・つながりを
意識する機会になったことも要因
の一つと考える。

　平成31年度（2019年度）から「八
王子市町会・自治会等の活動活性化
の推進に関する条例」を施行。施行
記念シンポジウムの開催及び、市内
の各地域に出向いて、説明会を開催
し、条例の更なる周知と啓発を行う
ことで地域活動の活性化を図る。

2
安心して子育てができて
いると感じている市民の
割合

39.6% 48.0% 33.9% 47.1% 49.7% 56.0%

市政世論調査問27「あなたは、子育てを
している方々が、市などの様々な支援に
より、安心して子育てができていると思
いますか。」において、20～64歳で子ど
もがいる回答者のうち、「どちらかとい
えばそう思う」以上の回答を集計。

◎

　保育所及び学童保育所の待機児
童対策、産後ケア事業（訪問型）
など、子ども・子育て支援を充実
する取組に対して、一定の評価が
得られた。

　保育施設、多様な保育事業及び中
学生と赤ちゃんのふれあい体験など
の拡充を進めるとともに、子どもの
貧困対策や地域の子育て支援の啓発
などにも積極的に取り組み、引き続
き安心して子育てできる環境づくり
を進める。

3

子どもたちに対し適切に
教育できる環境となって
いると感じている保護者
の割合

79.8% 85.4% 80.1% 80.8% 80.0% 79.0%

30年度学校評価における保護者向けアン
ケートのうち、「学級経営：子供の学級
は落ち着いて学習できる雰囲気であ
る。」の回答を集計。

△

　4年間の実績値が一定の水準を
維持していることから、保護者か
らの学習環境への期待に、学校が
継続的に対応できているものと分
析している。

　引き続き、教員の指導力向上に努
めるとともに、各学校が授業改善や
学習環境の整備などを通して、子ど
もたちの教育環境の充実を図ってい
く。

4 町会・自治会加入率 60.8% 67.6% 60.1% 58.9% 58.2% 57.3%

住民基本台帳における総世帯数を分母
に、市内各町会・自治会から報告された
加入世帯数を分子として算出。
　加入世帯数153,014／住基上総世帯数
267,263

△
　少子高齢化社会の進展や核家族
化、価値観の多様化などにより、
加入率は減少傾向が続いている。

　町会自治会連合会と連携し、い
ちょうまつりでの加入促進に係る啓
発活動を行ったほか、加入促進のぼ
り旗、ポスターを市民部、各事務所
に掲出した。
 また、町会・自治会の活動を広く周
知するとともに、より身近に感じて
もらうため、広報はちおうじ「町
会・自治会特集号」（6月15日号）を
発行した。

　平成31年度（2019年度）から「八
王子市町会・自治会等の活動活性化
の推進に関する条例」を施行。条例
施行記念シンポジウムを開催した。
条例を広く周知するため、広報はち
おうじ「町会・自治会特集号」（6月
1日号）を発行した。この他、町会自
治会連合会と意見交換を行い、加入
促進を図る。

5
市民協働でまちづくりを
すすめていると感じてい
る市民の割合

50.3% 62.6% 51.5% 56.9% 51.4% 54.8%

市政世論調査問28「あなたは、市が、市
民と協力してまちづくりを行う「市民協
働」を進めていると思いますか。」のう
ち、「どちらかといえばそう思う」以上
の回答を集計。

○

　世論調査の設問において、市民
協働によるまちづくりの例示とし
て、町会・自治会活動を挙げてい
るためか65歳以上の回答者で「そ
う思う」の割合が22.1％と他の世
代の約2倍となってており、「ど
ちらかといえばそう思う」以上の
回答の割合が57.7％と高くなって
いる。
　若い世代、働いている世代の方
に地域と関わってもらうような仕
組みづくりが必要と考える。

　地域活動や市民活動の担い手の中
心的な役割を果たす人材を養成する
ための長期講座である「はちおうじ
志民塾」を継続実施するとともに、
地域参加のきっかけづくりとして
「お父さんお帰りなさいパー
ティー」を実施した。
　この他、平成28年度（2016年度）
に開設したコミュニティ活動応援サ
イト「はちコミねっと」の運営を通
じて、地域での様々な活動に誰もが
気軽に参加できる環境を整えた。

　平成31年度（2019年度）交付分か
ら、市民企画事業補助金の制度設計
を見直し、団体間の連携を対象とし
た部門を新たに創設する。
　引き続き市民との協働によるまち
づくりを推進するため、市民活動の
担い手となる人材を養成するととも
に、市民が企画する公益的な事業に
対して補助を行うなど、地域活動の
活性化を図る。

6
大学と市との連携・協力
事業数

203件 272件 244件 250件 265件 267件
大学等との連携・協力事業調査の回答を
集計。

○
　「はちおうじ学園都市ビジョ
ン」における基本方針の一つであ
る「地域連携支援」に基づき、大
学等と地域との連携を推進した。

　平成30年度（2018年度）末現在の
包括連携協定校は、12校。
　包括連携協定校と連携した事業
は、211事業(平成29年度（2017年
度）は207事業)。
　「はちおうじ学園都市ビジョン」
に掲げている、基本方針「地域連携
支援」に該当する事業は142事業。

　引き続き「はちおうじ学園都市ビ
ジョン」に基づき、基本理念である
「大学等と地域がともに発展するま
ちづくり」を大学コンソーシアム八
王子とともに進めていく。
　また、八王子観光コンベンション
協会等と連携し、学園都市としての
特色を活かしたMICEの誘致を推進し
ていく。

平成30年度（2018年度）
実績値に対する

分析・評価

分析・評価の根拠となる
平成30年度（2018年度）

事業（取組）・成果

※新規・レベルアップ

令和元年度（2019年度）
今後の取組状況

実績値の根拠基準値

達成状況
平成30年度

（2018年度）

◎：目標値を達成
○：目標値に対し
て順調に推移
△：遅れている

実績値
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平成30年度（2018年度）実績値の分析・評価シート 政策軸１「ひとづくり」 （八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略）
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7

仕事と生活の調和（ワー
ク・ライフ・バランス）
を実現している市民の割
合

35.9% 41.1% 39.8% 39.3% 41.1% 42.1%

市政世論調査問49「仕事と生活の調和
（ワークライフバランス）についておた
ずねします。あなたの生活の中での、
『仕事』、『家庭生活』、『地域・個人
の生活』（地域活動・学習・趣味等）の
優先度についてあてはまるものに○をつ
けてください。」において、「あなたの
望む優先度」と「実際の優先度」が一致
している回答者の割合を集計。

◎

　平成29年度（2017年度）実績数
値と比べ1.0ﾎﾟｲﾝﾄ増加し、目標値
を達成している。
　ワークライフバランスを推進す
るための講座の実施やホームペー
ジ等による情報提供及び学習支
援・求職支援のための託児サービ
スを継続実施していることが目標
値達成に至る一因であり、市民意
識の中に浸透していると分析して
いる。

　ワーク・ライフ・バランスを推進
するための講座は、23講座1,310名が
参加している。
　この他、学習支援・求職支援のた
めの託児サービスは、789名が利用し
た。

　引き続きワークライフバランスを
推進するための講座の実施やホーム
ページ等による情報提供及び学習支
援・求職支援のための託児サービス
を実施する。

8
赤ちゃんふれあい事業を
実施する中学校数

－ 38校 － 10校 24校 27校
市が本事業を委託発注した学校数 ○

　市の事業として位置付けて3年
目にあたり、市立中学校38校中、
27校において実施することができ
た。（平成30年（2018年）：3校
実施）

　未実施校に対し、校長会や養護教
諭部会等を通じて、事業についての
周知・啓発を進め、実施校の増加に
つなげた。（参加した中学生：約
3,000人）

　引き続き、赤ちゃんふれいあい事
業実施校の拡大を目指し、中学校に
PRを行う。

9
放課後子ども総合プラン
一体型実施校数

30校 43校 31校 35校 37校 43校

放課後子ども教室実施校のうち、学童保
育所が学校に隣接している、もしくは学
校敷地内にあり、かつ自由遊び以外に学
習プログラムを実施している学校の合計
数。

◎

　43校において、学童保育所通所
児を含めたすべての登録児童が、
地域の人とのふれあいや活動プロ
グラムに参加でき、目標値を達成
している。

　学校、地域、学童保育所担当所管
との連携のもと、放課後子ども総合
プラン一体型実施校数が37校から43
校に増えた。

　引き続き、学校、地域、学童保育
所担当所管との連携を強化し、「一
体型の学童保育所・放課後子ども教
室」の推進を図るとともに、児童が
放課後に様々な体験活動に参加でき
るよう、活動プログラムを充実して
いく。

10
八王子若者サポートス
テーション進路決定者数

58件
（H29）

70件 － － 58件 42件
平成30年度若年無業者就労促進事業　成
果報告書

△

　求人倍率の上昇等に伴い、就職
しやすい環境が進み、登録者自体
が減少したことにより、進路決定
者数は前年を下回っているが、登
録者数に対する割合は上昇した。

　【東京の求人倍率】
　　平成29年（2017年）9月
　　　常勤1.69、パート2.04
　　平成30年（2018年）9月
　　　常勤1.79、パート2.11
　【登録者数】
　　平成29年（2017年）399名
　　平成30年（2018年）267名

　在学中の学生、中退者、卒業後の
進路未定者に対し、就職支援が行き
わたるよう、大学や専門学校のキャ
リアセンターやカウンセラーとの連
携を開始したが、対象者が少数で、
求人倍率の上昇に伴う影響をしのぐ
ほど、登録者数及び進路決定者数の
増加にはつながらなかった。

　【在学者支援数】
　　平成29年（2017年）18名
　　平成30年（2018年）26名

　八王子若者サポートステーション
の協力事業者について、登録事業者
数の目標設定を「65社以上」から
「70社以上」に変更し、中間的就労
の受入れ態勢の強化を図る。

11

はちおうじ就職ナビ掲載
の中小企業等に就職した
若者への奨励金交付認定
者数

　　　【政策軸②に再掲】

167人
（H28）

総計403人 89人
総計167人
(H28　78

人)

総計240人
（H29　73

人）

総計317人
（H30　77

人）

実績値を集計。 ○
　年80件を目標としており、平成
31年度（2019年度）の目標値に向
けて順調に推移している。

　「はちおうじ就職ナビ」やチラシ
を通じて、就職した若者及び企業に
対し制度の周知を図った。
　また、同サイトに関して、自社で
掲載記事の作成が困難な企業に対
し、掲載支援事業を実施した。
　この他、ハローワーク八王子等と
の共催による就職面接会等を実施し
た。

　大学等に働きかけ、学生への「は
ちおうじ就職ナビ」及び奨励金制度
の周知を図る。

12 妊娠期の面談率
66.1%
（H28）

90.0% － 66.1% 80.0% 79.9%

保健福祉センター等で受理した妊娠届出
数を分母に、実施した妊婦面談数を分子
として算出。
　妊婦面談数2,715／妊娠届出数3,398

○

　保健福祉センター以外に市内14
か所で母子手帳の交付を行ってい
るが、交付を受けた後に再度別日
程で、保健福祉センターに来庁さ
れない方が、一定割合いる。

　保健福祉センターにおける母子手
帳の交付について、産婦人科病院と
連携して周知している。
　母子手帳の交付後、妊婦面談に来
ていない方には、電話かけや手紙送
付により、面談率の向上を図ってい
る。

　引き続き、周知活動を行うととも
に、母子バック（母子手帳交付時に
お渡しする情報がたくさん入った
物）に、はちベビギフト引換券を同
封し、行動変化を促進する。（ギフ
トは、妊婦面談をされた方にお渡し
しているプレゼント）
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平成30年度（2018年度）実績値の分析・評価シート 政策軸１「ひとづくり」 （八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

数値目標 目標値

№ 重要業績評価指標 平成31年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（ＫＰＩ） （2019年度） （2015年度） （2016年度） （2017年度） （2018年度）

平成30年度（2018年度）
実績値に対する

分析・評価

分析・評価の根拠となる
平成30年度（2018年度）

事業（取組）・成果

※新規・レベルアップ

令和元年度（2019年度）
今後の取組状況

実績値の根拠基準値

達成状況
平成30年度

（2018年度）

◎：目標値を達成
○：目標値に対し
て順調に推移
△：遅れている

実績値

13
ファミリー・サポート・
センター年間活動件数

6,469件 8,206件 5,545件 5,525件 4,649件 4,277件

実績値を集計。
（子育ての手助けをして欲しい方（依頼
会員）とお手伝いができる方（提供会
員）が登録会員となり、会員同士を仲介
することで子育てを相互に助け合う活
動）

△

　延長保育や一時保育など、他の
子育て支援策が充実されてきてお
り、依頼件数自体が減少してきて
いる。
　他方、依頼内容は年々複雑化し
てきており、公的資格を持たない
市民ボランティアが主な事業では
対応仕切れないものも増えてい
る。

　毎月、説明会を実施するほか、公
共機関への掲示などで周知を行い、
依頼件数の増加を図った。
　また、提供会員を増やすため、駅
前電子掲示板などでの周知に加え、
地区民生委員定例会での募集活動を
行なった。

　これまでの周知活動に加えて、説
明会の回数を保育園入所の決定する2
月と4月に増やし、年14回開催するこ
とで依頼会員の増加を図る。
　また、提供会員になるための講習
会（3日間）の実施を年2回から3回に
増やすほか、受講できなかった講習
を別の開催日時で受講できるように
し、提供会員の増加を図る。

14 子育てひろばの設置数 38か所 55か所 47か所 48か所 48か所 48か所

親子ふれあい広場6か所、親子つどいの
広場5か所、
児童館10か所、保育園27か所

△

　公立保育園、児童館、子ども家
庭支援センターについては、全館
で実施しているが、平成30年度
（2018年度）に民間保育園に新た
な広場設置の希望はなかった。

　民間事業者から新たな広場設置の
希望がなかった。つどいの広場等を
受託している事業者に対して、事業
の拡大について調整している。

　今後も空白地域に広場設置を検討
するが、出生数や児童人口が減少す
る現状を踏まえ、計画当初の目標に
ついても、こども育成計画見直しに
合わせて検討する。

15 保育所等待機児童数 144人 0人 139人 107人 56人 26人

申込児童数11,388名のうち、11,229名が
保育施設等を利用する等しており、待機
児童数は26名となる。

○
　民間保育所及び地域型保育事業
の施設整備を行ったことにより、
待機児童を減らすことができた。

　認可保育所5園（新設1園、分園新
設1園、増改築等3園）、小規模保育
施設2園（新設1園、増改築1園）の施
設整備を実施し、平成31年（2019
年）4月1日の保育定員を、前年より
48人増の11,715人とした。
　特に、待機児童の多い0～2歳児の
保育定員を74名増員した。

　老朽化した保育施設等の改修にあ
わせて定員変更を行うなど、地域の
実情にあった定員設定を行う。

16 学童保育所待機児童数 327人 0人 370人 283人 172人 215人

第2希望入所を含めて、6,279名の児童が
学童保育所に入所承認・在籍している
が、入所定員に達している一部の学童保
育所において、待機児童が発生してい
る。

○

　恒常的に待機児童が発生してい
た地域で、施設の増設や拡充を行
い、待機児童数を減らすことに努
めた。
　前年度から待機児童数は若干増
加しているが、基準値からは確実
に減少している。

＜増設した学童保育所＞
　第四小第4(定員33人)・恩方東小
(定員70人→80人)・秋葉台第4(定員
40人)・由木東小第3(定員40名)

＜拡充し定員数を見直した学童保育
所＞
　千人町第3(定員60人→61人)・子安
第1(定員51人→81人）・片倉台（定
員55人→60人）・七国小第3(定員40
人→48人)

　また、学童保育所に入所できず待
機登録となった児童を対象に、小学
校の特別教室等を放課後の居場所と
して秋葉台小学校の空き教室を確
保・提供し、児童の安全確保を図っ
た。

　令和元年（2019年）10月1日に、台
町学童保育所第3クラブ(定員40人)を
開所予定。また、子安学童保育所(定
員160人)、別所学童保育所(定員120
人)、みなみ野君田小学童保育所(定
員160人)を整備し、令和2年（2020
年）4月1日に開所予定。

17
「はち☆ベビ」登録者数
の割合

8.8% 60.0% 28.4% 38.1% 46.8% 41.2%

住民基本台帳によって推計した妊婦及び
0～2歳児の市内全体数を分母に、全登録
者のうち妊婦及び0～2歳児の数を分子と
して算出。
　妊婦＋0～2歳児の登録者数5,615／市
内全体数13,640

△

　関係所管と連携し、妊娠届の提
出時や妊婦面談時、予防接種通知
送付時等に、チラシや直接PRをす
ることで周知を進め、登録を促進
している。
　一方、対前年度で利用率が減少
しており、利用者の意向を確認
し、利用率を向上させる取組を行
う必要がある。

　月齢に合った子育て支援情報や親
子向けイベント情報等をプッシュ型
サービスにより発信した。
　また、マイファイル事業として、
子どもの写真や保護者によるコメン
ト記録機能を装備し、支援に係る情
報をつなぐ一助とした。

　令和元年度（2019年度）に子育て
支援情報の配信方法等について、利
用者アンケートを実施し、アンケー
ト結果をもとに配信情報の見直し
や、より効果的な配信方法や周知方
法を検討していく。

18
子育て応援団Beeネット
登録者数

440人
（累計）

516人
（累計）

444人
（累計）

492人
（累計）

530人
（累計）

579人
（累計）

こども育成計画における取り組み状況等
一覧。

◎
　新たな登録者については増えて
おり、目標値を達成している。今
後も引き続き周知を行っていく。

　大学や各種イベントで周知を行
い、会員の増加を図った。

　引き続き各種イベントでの周知を
行う。
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平成30年度（2018年度）実績値の分析・評価シート 政策軸１「ひとづくり」 （八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

数値目標 目標値

№ 重要業績評価指標 平成31年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（ＫＰＩ） （2019年度） （2015年度） （2016年度） （2017年度） （2018年度）

平成30年度（2018年度）
実績値に対する

分析・評価

分析・評価の根拠となる
平成30年度（2018年度）

事業（取組）・成果

※新規・レベルアップ

令和元年度（2019年度）
今後の取組状況

実績値の根拠基準値

達成状況
平成30年度

（2018年度）

◎：目標値を達成
○：目標値に対し
て順調に推移
△：遅れている

実績値

19
発達障害児支援事業グ
ループ活動の利用者数

838人 1,130人 815人 648人 757人 787人

委託先である島田療育センターはちおう
じでの発達障害児支援室「からふる」で
実施している集団療育グループの参加者
延人数。

○

　レベルアップ事業として、平成
26年度（2014年度）から平成29年
度（2017年度）にかけて、就学児
を対象とした療育支援グループを
順次開設してきた。
　このことから、発達障害児支援
に関する認知度が上がり、参加者
延人数が増加したと分析してい
る。

　発達障害児支援については、発達
障害児支援室「からふる」において
平成26年度（2014年度）から平成29
年度（2017年度）にかけて新規療育
支援グループを増設した。児童や家
族が地域において安心で充実した生
活が送れるよう障害特性やライフス
テージに合わせた支援を行った。

　引き続き発達障害児支援室「から
ふる」において継続して早期発見、
早期療育に取り組んでいく。

20
母子・父子自立支援プロ
グラム策定件数

53件 60件 53件 50件 64件 42件
支援終了時就労：フルタイム15件、パー
トタイム15件、求職中12件

○

　平成30年度（2018年度）は、有
効求人倍率が上昇し、行政に相談
する前に就職できており、新規プ
ログラム策定件数が減少してい
る。ハローワークでも同様に、求
職者が減少しているところであ
る。（H29（2017）：9,305人→
H30（2018）：8,619人）
　この他、就労相談を始めたもの
のプログラム策定まで至らなかっ
た件数が増加した。
（平成29年（2017年）7名→平成
30年（2018年）52名）

　就業支援専門員が、仕事や家庭の
両立などの課題を整理し、スキル
アップを促すよう取り組んだ。児童
扶養手当否受給者のほか、プログラ
ム利用歴がある者は、プログラム策
定対象外のため、件数には入らない
が、新規42名のほかに、プログラム
策定件数に入らなかった再支援者等
31名にも、当課で就労支援を行っ
た。（フルタイム13件、パートタイ
ム11件、求職中5件、支援中止2件）

　引き続き、就業支援専門員が、相
談者の就業に向けた課題や支援の方
針を整理し、理解を促すよう取り組
む。
　今年度は、ひとり親家庭の多様な
ニーズに対応する職業紹介所に業務
委託をし、就労支援を中心としたひ
とり親家庭の相談を行う。

21
生活保護家庭における中
学校卒業者の進学率

88.0% 95.0% 91.9% 94.4% 97.4% 91.0%

厚生労働省実施「平成28年度における就
労支援等の状況調査」のため、ケース
ワーカーが生活保護家庭における保護者
より聞き取ったもので、中学3年生の子
どもがいる家庭数を分母に、高校に進学
した者がいる家庭数を分子として算出。
　高校進学者数71人／生活保護中学3年
生人数78人

○
　前年度より下がったが、基準値
は上回っており、事業の成果が
あったと分析している。

　学習支援教室を市内12会場で実
施。中学生の参加者153人。（平成29
年度（2017年度）：149人）

　引き続き学習支援教室を実施。ま
た、基礎から学ぶ学習支援教室を新
たに始める。
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平成30年度（2018年度）実績値の分析・評価シート 政策軸２「しごとづくり」 （八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

数値目標 目標値

№ 重要業績評価指標 平成31年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（ＫＰＩ） （2019年度） （2015年度） （2016年度） （2017年度） （2018年度）

22
市内の産業活動が活発に
行われていると感じてい
る市民の割合

23.7% 35.2% 22.9% 26.7% 26.4% 29.7%

市政世論調査問44「あなたは、商業
や観光業、農業、工業など、市内の
産業活動が活発に行われていると思
いますか。」のうち、「どちらかと
いえばそう思う」以上の回答を集
計。

○

　平成29年度（2017年度）と比較
し、実績値は増加している。
　「あまりそう思えない」または
「思えない」と答えた60歳以上の高
齢者は、引き続き多く見られる。

　世代を問わず、市民に分かりやす
い情報発信に努める。

23
法人市民税の納税義務者
数の伸び率

0.01
(全国0.01)
（H28）

全国の伸び
率を上回る

－ －

0.01
（全国
0.02）
（H29）

－
市税白書（市町村税課税状況等の
調）

- 　引き続き景気の回復基調の中にあ
り全国と同様に微増の傾向にある。

　企業立地支援条例により、企業の
行う事業施設の新設・拡張に対する
支援を実施する。

24

中小企業新商品開発認定
制度における認定数（累
積）

　　　【政策軸②に再掲】

15件 50件 22件 30件 39件 46件

平成26年度（2014年度）～平成29年
度（2017年度）の八王子市中小企業
新商品開発認定制度の認定商品数。

○
　当該制度の周知活動を積極的に行
うことにより、認定件数は順調に増
加させることはできている。

　平成30年度（2018年度）から、多
様な事業を行う中小企業を支援する
ことを目的に、認定対象に新たに役
務（サービス）を加えた。結果的
に、7件を認定し、カタログ作成、産
業交流展への出展などにより、周知
を行った。

　募集期間を通年とし、市内中小企
業の新商品等の販売時期に合わせて
応募できるようにする。また、認定
商品について、認定業者が実施する
テストマーケティングにかかる経費
の一部を補助し、認定企業及び認定
商品の販路拡大を支援する。

25
企業誘致制度により立地
を支援した企業数

84件 123件 94件 101件 109件 123件
企業立地支援条例の指定実績。 ◎

　指定件数は14件で、平成29年度
（2017年度）より増加しており、目
標値を達成することができている。
　現在、促進地域に事業用地が無く
なってきており、既存の業務用地を
活用した立地となっていることが課
題となっている。

　平成29年度（2017年度）に企業立
地支援条例を改正し、「市内企業立
地継続奨励金」の創設により、市内
企業向けの奨励金制度を再編し拡充
したため、その制度運用を行った。
東京都、UR都市機構、産業支援機関
等への制度周知活動を実施した。

　企業立地支援条例により、企業の
行う事業施設の新設・拡張に対する
支援を実施。

26
中小製造業の市内事業所
数の伸び率

市0.92
(全国0.96)
（H25）

全国の伸び
率を0.02上

回る

市0.99
(全国
0.97)

－

市1.03
（全国
1.07）
（H28）

－
経済産業省工業統計調査 -

　中長期的には減少傾向の中にある
が、製造業の中でも業種によって好
不況のバラつきがあるものと分析し
ている。

　市内中小企業の販路拡大につい
て、出展補助（中小企業：15件、小
規模企業：18件）の支援を実施し
た。また、サイバーシルクロード八
王子の事業を支援して、後継者塾の
実施（全11回、参加者10名）、創業
セミナーの実施（創業スクール全5
日、参加者10名）、マネジメントカ
フェを開催（計2回、49名参加）し
た。このほか、八王子商工会議所中
小企業相談所が行う「経営改善普及
事業」の経費の一部について補助を
行った。

　引き続き、産学連携補助金と販路
開拓支援補助金（展示会出展補助）
の事業を実施する。
　加えて、中小企業新商品開発認定
商品のさらなる販路拡大を支援する
ため、テストマーケティング費用に
対する補助事業を実施する。

27 農業産出額 26億円
28億6,880万

円

25億
7,100万

円
（H26）

25億
7,000万

円
（H27）

25億
6,500万

円
（H28）

25億
5,900万

円
（H29）

東京都農作物生産状況調査結果報告
書

△
　農家の高齢化、後継者・担い手不
足及び集中豪雨等の気象変化が原因
で、農業算出額が前年度を上回らな
かった。

　農地バンク登録希望農地につい
て、マッチングを2件3,582㎡（13
筆）実施した。
　また、農業委員とともに農地とし
ての適性を現地確認したうえで、農
地登録を行った（43筆）が、農業算
出額向上に結び付かなかった。

　市内の市街化調整区域内にある貸
付けを希望する遊休農地などの情報
を集約するとともに、借り手として
登録した方に情報を提供し、農地の
貸借を促進するなど、農地バンク制
度の周知と農地賃借相談体制の構築
を図る。

28
道の駅八王子滝山の年間
売上高

9.3億円 10億円 9.2億円 8.9億円 8.8億円 9.1億円

実績値の集計。
ただし、会議室及び交流ホールの利
用料収入は含まない。

△

　通年で気温の高かったため、売上
の減少が見られる時期もあったが、
イベントを多く開催したことによ
り、全体の売上額は前年度を上回っ
た。

　年間を通じて、地場農産物のPRを
はじめ、地産地消の推進、農業振興
の促進及び来場者に向けた賑わいの
創出など積極的な活動を行った。
　開設11周年を迎え、記念イベント
を4月に2日間開催した。また利用者
の拡大を図るため、道の駅入り口の
軒天改修工事を実施した。
　この他、パネル展などの各種イベ
ント（開催日数合計297日）も開催し
た。

　地場産農産物の出荷量の多い時期
に、施設内を有効活用し、販売ス
ペースを確保することで、利用者
数、売上高の拡大を図る。
　また、年間を通じて、地場農産物
のPRをはじめ、地産地消の推進、農
業振興の促進及び賑わいの創出な
ど、積極的な活動を行う。

分析・評価の根拠となる
平成30年度（2018年度）

事業（取組）・成果

※新規・レベルアップ

令和元年度（2019年度）
今後の取組状況

基準値 実績値の根拠

達成状況
平成30年度

（2018年度）

◎：目標値を達成
○：目標値に対し
て順調に推移
△：遅れている

平成30年度（2018年度）
実績値に対する

分析・評価

実績値
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平成30年度（2018年度）実績値の分析・評価シート 政策軸２「しごとづくり」 （八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

数値目標 目標値

№ 重要業績評価指標 平成31年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（ＫＰＩ） （2019年度） （2015年度） （2016年度） （2017年度） （2018年度）

分析・評価の根拠となる
平成30年度（2018年度）

事業（取組）・成果

※新規・レベルアップ

令和元年度（2019年度）
今後の取組状況

基準値 実績値の根拠

達成状況
平成30年度

（2018年度）

◎：目標値を達成
○：目標値に対し
て順調に推移
△：遅れている

平成30年度（2018年度）
実績値に対する

分析・評価

実績値

29 新設事業所数の伸び率
市0.77
(都0.84)
（H24）

都全体の伸
び率を0.07

上回る

市2.96
(都3.49)

－
市0.58

（都0.59）
（H28）

－
経済センサス -

　都全体と同様の傾向で推移してい
るが、利便性のより高い都心に近い
場所への立地を望む傾向があること
から、都全体に比べて若干低い数値
になったものと分析している。

　新たな起業家の創出に向けて専門
家による起業家への伴走支援を実施
した。

　引き続き、サイバーシルクロード
八王子の事業により、新産業創出、
企業創業の支援に取り組む。

30
はちおうじ就職ナビ掲載
企業数

107件 150件 153件 175件 187件 194社
はちおうじ就職ナビ登録ＩＤの件数 ◎ 　掲載企業数は伸び目標値は達成し

ている。

　企業が集まる各種イベントにおい
て、「はちおうじ就職ナビ」の宣
伝・周知を行うほか、未掲載企業に
対して掲載支援事業を実施した。

　引き続き未掲載企業に対し掲載依
頼を行う。
　また、「はちおうじ就職ナビ」の
学生への認知度アップを図り、企業
の掲載意欲を高める。
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平成30年度（2018年度）実績値の分析・評価シート 政策軸３「まちづくり」 （八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

数値目標 目標値

№ 重要業績評価指標 平成31年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（ＫＰＩ） （2019年度） （2015年度） （2016年度） （2017年度） （2018年度）

31
八王子の景観への市民評
価度

49.5% 56.0% 49.8% 48.7% 51.2% 55.1%

市政世論調査問43「あなたは、市の
豊かな自然、歴史、文化などが、あ
なたのお住まいの地域やまちの景観
に 生かされていると思いますか。」
のうち、「どちらかといえばそう思
う」以上の回答を集計。

○

　景観の特性に合わせた屋外広告物
の地域ルールの策定検討、屋外広告
物賞の選定、公共施設景観形成マ
ニュアルに基づいた本市公共施設整
備の景観形成の方向性共有を進めた
ことで、「自然、歴史、文化が活か
された景観」と感じる割合が平成30
年度(2018年度)の目標値を上回っ
た。

　引き続き、屋外広告物条例と景観
条例及び景観計画とを連携させ、計
画的に規制誘導を図り、地域特性を
活かした良好な景観形成を推進する
とともに、公共施設景観形成マニュ
アルに基づき、地域を先導する公共
施設整備を図っていく。

32

住み続けたいと思う市民
の割合

　　　【政策軸④に再掲】

88.6% 91.0% 88.5% 87.5% 87.6% 89.4%

市政世論調査問6「あなたは、これか
らも八王子市に住み続けたいと思い
ますか。」のうち、「当分は住み続
けたい」以上の回答を集計。

○

　計画的なまちづくりと暮らしやす
い地域づくりを行うため、平成30年
度（2018年度）には「八王子駅南口
集いの拠点整備基本計画」、「八王
子市多摩ニュータウンまちづくり方
針」の策定及び「八王子市駐車場整
備計画」の改定を行い、まちづくり
の方針を示した。
　また、各計画の策定等にあたって
は、パブリックコメント手続きや素
案説明会を実施するとともに、これ
らの実施にあたっては広報・HPのほ
か、SNS（Facebook）での周知にも努
めた。
　しかし、方針・計画を活用した官
民双方のまちづくりが着実に展開さ
れ、市民が成果として実感するまで
には時間がかかるため、今後も計画
に基づき継続的に施策を展開してい
くことが必要である。

　令和元年度（2019年度）は立地適
正化計画等の方針・計画等を策定す
るほか、策定済みの各計画等に基づ
き、まちづくりに関わる各事業を実
施していく。
　周知等については、広報、HP、SNS
を活用し、事業の計画段階から積極
的な情報発信をしていく。

33
中心市街地歩行量数（駅
周辺を除く地点での平休
日平均）

124,297人
（H28）

125,861人 － －
132,170

人
125,644

人

23地点の歩行量調査（13時間計測。
平日、休日1日ずつ）を合計し、1週
間の中での平日と休日の日数を考慮
して、（休日×2＋平日×5）÷7＝平
均値として算出している。

○
　中心市街地のマンション建設に伴
う居住人口の増加等により、順調に
推移している。

　平成30年度（2018年度）の歩行量
調査時点である中心市街地におい
て、新規マンションが1棟（83戸）建
設されている。
　この他にも、平成30年（2018年）3
月に内閣総理大臣に認定された中心
市街地活性化基本計画を推進する取
組として、官民様々な事業を実施し
た。

　引き続き、中心市街地活性化基本
計画に基づき、官民様々な事業を実
施する。

34

中心市街地で開催される
年間イベント数

　　　【政策軸④に再掲】

38件 43件 39件 40件 43件 46件

西放射線ユーロードイベント予定一
覧、後援名義使用申請、その他所管
課調査による。

◎ 　新規イベントの開催などによりイ
ベント数が増加した。

　複数の新規イベントが開催され
た。
　また、魅力づくり支援補助金を利
用した施設において、定期的なイベ
ントが開催された。

　引き続きイベント開催の支援を行
う。

35 まちゼミ参加者数 211人 317人 312人 349人 579人 582人
後援名義実績報告書（第11回まちゼ
ミ）47店舗参加

◎

　参加店のノウハウの蓄積により講
座の魅力が向上したこと、主催者の
周知活動において、市内各所へのチ
ラシの配布、ポスティングを強化し
たことにより参加者が増加したもの
と分析している。

　主催者において、ゼミの運営方法
を見直すとともに、ゼミへの参加店
舗を増やす取組を強化した。
　また、ゼミの開催周知にこれまで
以上に取り組んだことにより、参加
者が大幅に増加した。

　引き続き、後援や周知活動の支援
を行う。

36
空き店舗改修費補助金活
用により出店した店舗数
（累計）

8件 23件 13件 18件 20件 23件
空き店舗改修補助金交付件数 ◎

　市内の不動産業者や金融機関等へ
の周知活動を行ったことにより、3店
の出店につなげることができた。
　このほか、申請から交付までに時
間を要し、申請者が計画する改修工
事の開始に間に合わなかったことに
より、申請に至らなかったものが数
件あった。

　周知活動を行ったことにより補助
金に対する問合せ件数は、平成29年
度（2017年度）6件に対し、平成30年
度（2018年度）13件となり、周知活
動に一定の成果は出ている。

　申請者がなるべく早く改修工事に
着手できるようにするため、申請か
ら交付決定までの時間を短縮する。
　市内不動産業者と連携し、チラシ
の配布のほか、貸店舗募集物件に本
補助金のポスターを、不動産業者を
通して掲示するなど、周知活動を強
化する。

37
空き店舗改修費補助金活
用により出店した店舗の
営業継続率

100.0% 100.0% 100.0% 92.9% 83.3% 80.0%
空き店舗改修補助金事業実施状況報
告及び事業廃止申請

△ 　本補助金を活用し、出店した店舗
のうち2店舗が閉店した。

　業務実施状況報告により経営状況
を把握した上で、商工会議所の経営
支援制度等を紹介したが、事業者の
経営悪化を止めることはできなかっ
た。

　出店した店舗については、引き続
き経営状況の把握に努める。場合に
よっては、商工会議所等の経営支援
制度や、近隣で開催されるイベント
の紹介等を行う。

分析・評価の根拠となる
平成30年度（2018年度）

事業（取組）・成果

※新規・レベルアップ

令和元年度（2019年度）
今後の取組状況

基準値 実績値の根拠

達成状況
平成30年度

（2018年度）

◎：目標値を達成
○：目標値に対し
て順調に推移
△：遅れている

平成30年度（2018年度）
実績値に対する

分析・評価

実績値
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平成30年度（2018年度）実績値の分析・評価シート 政策軸３「まちづくり」 （八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

数値目標 目標値

№ 重要業績評価指標 平成31年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（ＫＰＩ） （2019年度） （2015年度） （2016年度） （2017年度） （2018年度）

分析・評価の根拠となる
平成30年度（2018年度）

事業（取組）・成果

※新規・レベルアップ

令和元年度（2019年度）
今後の取組状況

基準値 実績値の根拠

達成状況
平成30年度

（2018年度）

◎：目標値を達成
○：目標値に対し
て順調に推移
△：遅れている

平成30年度（2018年度）
実績値に対する

分析・評価

実績値

38 市内の空き家率
10.3%

（H25）

基準値
（10.3%）

以下

10.3%
（H25）

10.3%
（H25）

10.3%
（H25）

10.3%
（H25）

総務省住宅・土地統計調査
なお、同調査は5年ごとに行われてお
り、直近では平成30年（2018年）に
実施されているが、市町村ごとの集
計結果は未発表である。

-

　実績値は直近のデータとして、平
成25年（2013年）に実施した住宅・
土地統計調査により算出しているた
め、平成30年（2018年）実施の同調
査集計結果の発表まで、実績値の変
動はない。
　【参考（東京都）】
　　平成20年（2008年）　10.8％
　　平成25年（2013年）　10.9％
　　平成30年（2018年）　10.4％

　空き家実態調査の結果をデータ化
したが、今後利活用の促進に向け
て、庁内で情報を活用できるよう整
備が必要である。

　賃貸住宅の空き住戸を住宅確保要
配慮者向けの賃貸住宅として活用す
る。
　また、平成30年度（2018年度）に
実施した空き家実態調査の結果を踏
まえ、空き家等対策計画の策定に着
手する。
　さらに、空き家を地域活性化施設
として活用するための改修費用、空
き家の庭を借り受け、みどりの創
出・保全や地域コミュニティの活性
化を図るために行う整備費用に補助
金を交付する他、空き家所有者の問
題の解決及び新たな空き家の発生を
抑制するため、セミナーや専門家に
よる相談会を開催する。

39
路線バス・はちバスの乗
車数

14.1万人/日 14.7万人/日
15.5万人

／日
（H26）

15.3万人
／日

（H27）

14.4万人
／日

（H28）

15.2万人
／日

（H29）

京王電鉄バス41,444人、西東京バス
70,832人、京王バス南33,008人、神
奈川中央交通6,713人（出典：統計八
王子）
はちバス498.5人（出典：はちバス利
用状況集計表）

◎

　平成29年度（2017年度）及び平成
31年度（2019年度）の目標値を超え
るバス乗車数であったことから、
「八王子市公共交通計画」の施策が
効果的に実施されているものと判断
している。

　公共交通の利便性向上のために、
バス事業者が新設バス停を設置する
とともに、バス停留所上屋の新設も
行った。
　この他、平成30年（2018年）12月
15日から、はちバス運行を一部変更
し、利便性向上を図った。（北西部
コースを分割・運行ダイヤ変更）

　引き続き、バス事業者へ「八王子
市公共交通計画」の施策の実施を促
す。
　また、八王子市バスマップを作成
し、各事務所、各観光案内所にて配
布し、バスの利用促進を図る。

40
地域公共交通活性化協議
会の開催回数

2回 2回 3回 3回 2回 2回
平成30年（2018年）5月9日・平成31
年（2019年）1月10日開催

◎
　本会議を2回（5月・11月）開催し
た。
　協議会の他にも、「案内サイン等
検討分科会」を3回開催した。

　交通空白地域の乗合タクシー運行
について、協議会で承認された。

　新たな交通の導入を検討するた
め、会議開催回数は、目標値2回を上
回る3回を予定している。

41
「あきんど講座」実施回
数

4回 6回 4回 4回 2回 1回
実績値の集計。 △

　新たに団体利用が増加したもの
の、個店利用が減少して、平成29年
度（2017年度）実績値を下回った。

　利用が増加するよう周知に取り組
み、団体については増加したが、個
店については減少した。

　さらに周知を徹底し、利用者の拡
大に努める。

42
商店街が実施するイベン
ト数

58回 60回 59回 58回 58回 60回
実績値の集計。 ◎ 　新設の商店会があったことから、

目標値を達成した。
　新設の商店会への支援に取り組ん
だ。

　既存の商店会でも新たな取組を行
えるよう支援する。

43
こども科学館と大横保健
福祉センターの連携事業
延べ回数

― 3回 2回 2回 2回 4回

平成30年（2018年）8月14・15日実施
「親子で知ろう、からだ測定会」
平成30年（2018年）11月14日・平成
31年（2019年）2月7日「プレママの
ためのプラネタリウム」

◎

　隣接する立地条件を活かし2所管
（こども科学館・大横保健福祉セン
ター）が連携して「親子で知ろう、
からだ測定会」「プレママのための
プラネタリウム」を開催した。
　平成29年度（2017年度）までは、
大横保健福祉センターとの実施事業
のみにとどまっていたが、主に市内3
福祉センターへ検診に来る妊婦の方
とその家族を対象にリラックスして
もらうことを目的として科学館でプ
ラネタリウム番組鑑賞会を開催し
た。心身のリフレッシュにプラネタ
リウムを利用する新たな取組ができ
たと評価する。

　夏休みのイベントカレンダー、広
報はちおうじ、こども科学館作成チ
ラシ、ホームページに掲載し周知を
図った。
　「親子で知ろう、からだ測定会」
には、子ども104人、大人110人の計
214人が参加した。
　また、「プレママのためのプラネ
タリウム」には、大人計13人が参加
した。

　前年度同様に、親子測定会を2回開
催（8月14・15日に実施予定）する。
　また、プレママのためのプラネタ
リウムは、年3回開催する予定であ
る。

8/11



平成30年度（2018年度）実績値の分析・評価シート 政策軸３「まちづくり」 （八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

数値目標 目標値

№ 重要業績評価指標 平成31年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（ＫＰＩ） （2019年度） （2015年度） （2016年度） （2017年度） （2018年度）

分析・評価の根拠となる
平成30年度（2018年度）

事業（取組）・成果

※新規・レベルアップ

令和元年度（2019年度）
今後の取組状況

基準値 実績値の根拠

達成状況
平成30年度

（2018年度）

◎：目標値を達成
○：目標値に対し
て順調に推移
△：遅れている

平成30年度（2018年度）
実績値に対する

分析・評価

実績値

44 こども科学館の利用者数 85,181人 110,000人 82,180人 57,219人 86,117人 91,815人
実績値の集計。 ○

　平成29年（2017年）7月のリニュー
アルオープン後、1年が経過し、新た
な内容の講座や教室の開催、開館30
周年イベントの実施など事業の充実
を図ったが、1日あたりの平均入館者
数は、平成29年度（2017年度）を下
回った。

　＜1日あたり平均入館者数＞
　　平成29年（2017年）　408.1人
　　平成30年（2018年）　308.1人

　平成30年（2018年）は、火星大接
近の年であったため、天文講座開催
やプラネタリウムでも火星を取り上
げるなど関連イベントを開催した。
　平成31年（2019年）1月には開館30
周年、また同年7月にアポロ宇宙船の
月面着陸から50年を迎えることか
ら、記念講演会と特別展を開催し
た。

　＜記念講演会（2回開催）＞
　　1月27日
　（子ども62名、大人104名、計166
名）
　　2月23日
　（子ども62名、大人100名、計162
名）
　＜記念特別展＞
　　開催期間：2月23日～3月31日
　（子ども4,873名、大人4,402名、
計9,275名）

　引き続き、講座や教室、投影する
プラネタリウム番組等の充実を図る
とともに、他の科学技術関連団体と
の共催事業実施に向け協議、調整を
行う。
　この他、他団体との協働によるイ
ベントを実施する。

45
大横保健福祉センター利
用者数

47,727人 100,000人 77,646人 92,213人 93,121人 97,036人

大横保健福祉センターにおける施設
利用及び会議室利用者・生きがいづ
くりの教室参加者・歩行用プール利
用者等の合計。

○

　施設全体の利用者数は増加してい
る。
　囲碁・将棋等の個人利用者は昨年
より約1,400人増加、歩行用プールも
約400人増加している。
　定期的利用者に加え、生きがいづ
くりの教室への参加や、教室をきっ
かけに利用を始めるなど、昨年より
利用人数は増加している。

　生きがいづくりの教室（9教室148
回）や手話講習会34回などを開催し
た。
　センターまつりは、入居団体であ
るシルバー人材センターの第一回ニ
コニコフェアとの共催とし協働体制
の強化を図った。

　高齢者が集まる施設であるので、
特殊詐欺防止についての啓発など
を、防犯課や八王子警察署の協力を
得ながら、まちなか避暑地事業の一
環として実施する。
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平成30年度（2018年度）実績値の分析・評価シート 政策軸４「本市の魅力の発信」 （八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

数値目標 目標値

№ 重要業績評価指標 平成31年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（ＫＰＩ） （2019年度） （2015年度） （2016年度） （2017年度） （2018年度）

46
市政情報が適切に分かり
やすく提供されていると
感じている市民の割合

35.6% 51.0% 41.5% 43.4% 41.5% 42.8%

市政世論調査問9「あなたは、市政情
報が適切にわかりやすく提供されて
いると思いますか。」において、
「どちらかといえばわかりやすい」
以上の回答を集計。

△

　今回の実績値は、前年と比べて1.3
ポイント増加している。
　年齢別では、60～64歳で5.5ポイン
ト、65歳以上で2.5ポイント増えてお
り、高齢者に関心の高い情報を特集
などで分かりやすく発信できたもの
と分析している。

　市に寄せられる意見や市政世論調
査において聴取した意見を基に、引
き続き、広報紙やホームページを見
直していく。

47

観光客数

　　　【政策軸④に再掲】

714万人 824万人
712万人
（H26）

762万人
（H27）

794万人
（H28）

892万人
（H29）

観光統計（観光客の推計） ◎

　市制100周年記念事業及び関連イベ
ントの開催により、来訪者が増加し
た。

（平成29年度（2017年度）実績値に
対する分析・評価）

　前年度開催された市制100周年記念
事業等のイベントの減少や、花火大
会・民踊流しの中止などにより、観
光客数の減が想定されるが、外国人
を含む観光客に対して、市外ＰＲイ
ベントやＳＮＳでの情報発信強化を
行い、減少幅を抑え、目標値を達成
できるように取り組む。

48
八王子の魅力を積極的に
友人・家族等に勧めたい
と思う市民の割合

50
（H28）

54 － － 35.1 35.8

市政世論調査問2「あなたは、自分の
まちの魅力を、家族・友人・知人に
どの程度おすすめしたいと思います
か。
最も強い気持ちを10、まったくない
場合を０とし、あなたの気持ちを点
数で表してください。」において、
推奨意欲を10点（最も強い）から0点
（まったくない）で質問。
回答を、推奨者（7点以上）、中立者
（4～6点）及び非推奨者（0～5点）
に分類し、推奨者の割合（％）から
非推奨者の割合を減じて算出。

△

 基準値に設定したのは、平成29年
（2017年）11月に実施した市政モニ
ターアンケートでの実績値であり、
目標値はそれを参考に設定してい
る。
　しかし、平成29年度（2017年度）
以降、市政世論調査による指標測定
を開始したところ、基準値を大きく
下回る結果になっている。
　半年間で市民の推奨意欲がこれほ
ど極端に低下したとは考えにくく、
市政モニターと世論調査の回答者の
属性の違いが原因と分析している。
　今後の事業成果測定にあたって
は、平成29年度（2017年度）以降の
指標を使用していくことが適切であ
る。

　なお、NPSは絶対評価や他自治体と
の比較に用いる指標でなく、経年変
化を観察する指標である。この点、
今回の指標は平成29年度（2017年
度）から微増にとどまっている。こ
れは、ブランドメッセージを平成31
年（2019年）3月に発表し、調査時点
でブランド価値向上・発信のための
具体的な施策実施に至っていなかっ
たことが原因と思われる。

　平成31年（2019年）3月に発表した
ブランドメッセージを軸に、「ブラ
ンド価値向上に向けた全市的な施策
の磨きあげ」及び「ブランド価値の
効果的な発信」を進めていく。
　特に、令和元年度（2019年度）
は、これらの前提となる組織内部で
のビジョン共有を重点的に進める。

49
文化財関連施設の利用者
数

77,798人 82,000人 84,765人 93,661人 85,218人 87,223人
はちおうじの教育統計 ◎

　八王子城跡ガイダンス施設では、
平成29年度（2017年度）の曳橋橋台
の補修工事及び自然災害による駐車
場の封鎖などが終わったことで入場
者数が増加に転じた。（平成29年度
52,358人→平成30年度57,113人）
　郷土資料館の入館者数は、23,411
人で市制100周年・開館50周年記念事
業を開催した平成29年度（2017年
度）に比べ1,561人下回ったもの平成
28年度（2016年度）の22,992人を上
回ることができた。

　八王子城跡ガイダンス施設では、
来訪者の利便性向上のため八王子城
跡入口交差点に多言語版の案内看板
を設置した。また、北条氏で縁のあ
る姉妹都市も参加したシンポジウム
を開催した。
　平成30年（2018年）は、明治維新
150周年の記念の年であり、郷土資料
館では企画展「八王子と明治維新」
を開催した。時局に合わせた企画展
を実施することで郷土八王子の歴史
に理解や関心を高めることができ
た。

　本市の歴史に興味を持つ契機とし
て、親子を対象とした「八王子城跡
まつり」を地元や市民団体等と協働
して開催する。また、石積みの一部
が崩れた状態の曳橋について石積の
再整備の工事を実施する。
　郷土資料館では、市民の学習機会
の提供のため、引き続き、特別展・
企画展・講座・体験学習を開催す
る。

50 水辺に親しめる場所の数 132か所 143か所 136か所 139か所 141か所 142か所
実績値の集計。 ○ 　都が管理する河川において、整備

が進捗した。
　浅川の北野地区において、都が親
水護岸整備を実施した。

　引き続き、国や都と連携して整備
を進める。

分析・評価の根拠となる
平成30年度（2018年度）

事業（取組）・成果

※新規・レベルアップ

令和元年度（2019年度）
今後の取組状況

基準値 実績値の根拠

達成状況
平成30年度

（2018年度）

◎：目標値を達成
○：目標値に対し
て順調に推移
△：遅れている

平成30年度（2018年度）
実績値に対する

分析・評価

実績値
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平成30年度（2018年度）実績値の分析・評価シート 政策軸４「本市の魅力の発信」 （八王子市まち・ひと・しごと創生総合戦略）

数値目標 目標値

№ 重要業績評価指標 平成31年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

（ＫＰＩ） （2019年度） （2015年度） （2016年度） （2017年度） （2018年度）

分析・評価の根拠となる
平成30年度（2018年度）

事業（取組）・成果

※新規・レベルアップ

令和元年度（2019年度）
今後の取組状況

基準値 実績値の根拠

達成状況
平成30年度

（2018年度）

◎：目標値を達成
○：目標値に対し
て順調に推移
△：遅れている

平成30年度（2018年度）
実績値に対する

分析・評価

実績値

51 認定農業者数
106経営体
（H28）

118経営体 － －
108経営

体
113経営

体

所管データ（平成31年（2019年）3月
31日時点）

○
　制度の周知に努めたことにより、
認定農業者の更新者数が11経営体、
新規が6経営体になったため、前年度
を上回ることができた。

　認定農業者の申請についてJA八王
子広報誌「あゆみ」と広報はちおう
じ8月15日号に掲載するほか、個別相
談会を開催し、農業者の支援を実施
した。
　平成31年（2019年）1月に八王子市
経営・生産対策推進会議を開催し、
会議での意見を参考に17経営体（更
新11経営体、新規6経営体）の農業経
営改善計画申請書の認定を行った。
また、認定農業者認定書交付式を開
催することで農業経営の意欲向上に
努めた。

　引き続き、広報などで周知を行
い、個別に制度及び補助金の説明を
実施する。また、申請者が計画を作
成してから、個別相談会を開催する
ことで計画実現に向けた支援を行
う。

52
ＭＩＣＥ 誘致成功件数
（推進組織がプロデュー
スしたもの）

－ 7件 － 0件 11件 30件

・プロ野球イースタンリーグ公式試合
・服飾文化学会
・ＩＥＣ  ＴＣ101  Eletrostatics国際会
議
・第60回日本脂質生化学会
・IFSCボルタリングワールドカップ八王子
2018
・第88回証券経済学会全国大会
・第23回フィリピン研究会全国大会
・新日本プロレスＧ１CLIMAX28
・第13回SSK杯リトルリーグ東日本選手権
・第12回全国中学生少林寺拳法大会
・水素社会のための第3回国際シンポジウ
ム
・第8回大学コンソーシアム八王子ＦＤ・
ＳＤフォーラム
・日本リメディアル教育学会第14回全国大
会・総会
・第1回全日本ID柔道選手権大会
・第16回視覚障害者全国交流登山大会
・第27回地理情報システム学会
・2018年イワクラ学会全国大会
・第120回総会並びに研究集会憲法学会
・第18回日本美容福祉学会学術集会
・金の化学に関する国際シンポジウム2018
・第6回メタロミクス研究フォーラム
・日本発達心理学会関東甲信越地区シンポ
ジウム
・剣道六段審査会
・第12回東アジアグリーフの集い㏌八王子
・第28回中央大学杯スポーツ大会
・関東スーパーマーチング
・全国小学生バトミントン大会
・全日本杖道大会
・第19回全日本パラ・パワーリフティング
国際招待選手権大会
・第25回ジャパンカップビーチボール選手
権東京大会

◎

　ＭＩＣＥ開催支援件数30件の内訳
は、Ｍ：0件、Ｉ：0件、Ｃ：15件、
Ｅ：14件となっている。
　大学コンソーシアム八王子に加盟
する25大学等からの学術会議の案件
は、確実に増加している一方で、Ｍ
（企業系の会議）、Ｉ（企業の報
奨、研修旅行）は皆無であるため、
企業のニーズの把握から徐々に取り
組む必要がある。

　八王子観光コンベンション協会と
連携し、市内ＭＩＣＥ関連事業者に
よるネットワーク構築、運用を図
り、大学、病院等へのＭＩＣＥセー
ルスに取り組んだ。
　また、市内宿泊施設の稼働状況調
査を実施した。

　平成30年度（2018年度）には、大
学コンソーシアム八王子に加盟する
25大学等の教員を対象とした『学
会・シンポジウム等開催に関する実
態調査』を実施した。この結果をも
とに、各校教員に対し、学術会議の
誘致に向けた具体的な調整を行うと
ともに、将来の誘致に向けた関係構
築を図っていく。
　また、企業のニーズを把握し、効
率的、効果的な営業活動を行う。
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